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河川生産力有効利用調査 

  

渡辺 健一 
  

 徳島県においては，紀伊水道に注ぐ吉野川をはじめ，那賀川や勝浦川，太平洋岸に注ぐ海部川などの

河川があり，そこでは天然のアユが生息している。また，アユ資源の維持，増産のため，人工産と湖産

アユの放流が行われている。本調査は，主要河川である吉野川を対象に各種アユの漁獲実態，放流アユ

の効果および海産アユの資源について把握し，アユ資源の保護対策，有効利用に役立てようとするもの

である。調査は，平成 2年度から実施され，当初は人工アユの放流効果調査が主体で，これに漁業実態

と人工，湖産および海産アユの分布状況，さらに稚アユの遡上実態が調査された。平成 7 年度からは，

調査の主体は，人工アユ放流効果調査から降下アユの流下実態調査に移った。本年度は，海産アユの資

源量の把握を主体とし，それに漁獲量のモニタリングと稚アユの遡上実態を把握することを目的とした。

ここでは，本年度の漁期初期における海産アユ資源尾数と漁獲量のモニタリングからのアユ資源の動向

をとりまとめた。 

1 調査河川の概要 

 調査対象の吉野川は，図 1に示したように県北部を東流して紀伊水道に注ぐ県内では最も大きい河

川で，水系の流域は四国四県にまたがり総流域面積 3,653km2，総流程 635.4km，幹川の流程 192.8km，

県内の流程 108.2kmの一級河川である。 

 県内において，上流の池田ダムから下流の第十堰(固定堰，魚道あり)までは 65.9kmで，この間，第

十堰上流 7.5kmにある柿原堰(同上)以外ダムや堰は無い。第十堰は河口から 14.5kmの位置にあり，こ

れにより一部堰き止められた水は旧吉野川に分流され，第十樋門を通じて下流の旧吉野川と今切川に

流れる。第十樋門は河口から 25kmの位置にあり，旧吉野川と今切川にもそれぞれ旧吉野川河口堰(河

口から 3.7km)と今切川河口堰(同 8.0km)がある。流量は，第十堰下流よりも旧吉野川への分流量が多

い。 

 
図 1 吉野川流域図 
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2 人工，湖産および海産アユの漁獲実態と海産アユの生息尾数 

材料および方法 

 人工，湖産および海産アユの識別のため背鰭第 5 軟条基底部下から側線(側線上の鱗も含む)までの

横列鱗数を用いた。これを用いるに際し，5月下旬に採集された遡上アユ 50尾，一部放流されずに飼

育されていた人工アユ 23尾および湖産アユ 79尾それぞれの横列鱗数を調べ，図 2の結果を得た。こ

の図から各種アユは完全に個体識別できないもののモードは明瞭に異なっており，漁獲物中の各種組

成分解はできるものと判断した。 

 標本採集は，三好河川(上流域－図 1)，吉野川西部(中流域)および吉野川中央(下流域)各漁協に依頼

し，各水域 2箇所の主漁場における 6月中旬，8月上旬，9月上旬(下流域は 10月中旬)の漁獲物につ

いて 1回 20～30尾を求めた。 

 漁獲物中の各種アユの組成は，横列鱗数の個体数頻度分布から赤嶺(1985)の方法により正規分布を

適用し，各種群に分解してそれぞれの組成を推定した。また，3漁協それぞれ釣と網漁 5隻づつ標本

船を依頼し，その月別漁獲量，漁獲尾数を集計した。次に両者をもとに標本船による 3種アユの月別

あるいは年間漁獲尾数，漁獲量を推定した。さらに 3種アユの漁獲尾数の割合と人工，湖産アユの放

流尾数から海産アユの漁期初めの生息尾数を推定した。 

 
図 2 放流および天然遡上(海産)アユの横列鱗数 

結果および考察 

 6月から8月上旬頃まで増水により標本採集が予定どおりできなかったが，上流区は7月下旬42尾，

8月中旬 31尾，9月上旬 28尾の計 101尾，中流区は 7月中旬 34尾，8月上旬 30尾，8月下旬 59尾，

9月上旬 40尾の計 163尾，下流区は 6月下旬 20尾，7月下旬 32尾，8月下旬 33尾，9月下旬 31尾，

10月中旬 60尾の計 176尾が得られた。これらの標本の横列鱗数頻度分布は赤嶺の方法による正規分

布によく適用し，十分納得できる数値が得られたものと考える。 

 次に，これら標本群を各種群に分解し，それぞれの組成と割合を求めたのが表 1である。人工産ア

ユは割合が最も低く，0から 24.3％の間で変化した。湖産アユは上流区の 7月下旬に 74％と高かった

が，下流区の 6月下旬を除き，後は 30％前後であった。海産アユは，7月下旬の上流区で 26％と低か
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ったが，下流区の 6月下旬を除き 60％前後であった。7月下旬の上流区で海産アユが少ないのは，増

水による遡上の遅れが原因と考えられる。 

 標本船の月別漁獲尾数，漁獲量と表 1の各種の割合から，標本船による各種の月別漁獲尾数，漁獲

量を求めたのが表 2である。上流区では釣 5，網 5隻の標本船により 6月から 9月の間に 7,660尾，

1,098，6kgが漁獲され，各種アユの組成は，人工が 525尾，76.9kg，湖産が 1,950尾，234.3kg，海産

が 5,190尾，788.2kgとそれぞれ推定された。また，中流区では釣，網それぞれ 4隻の標本船により 6

月から 9月の間に 7,500尾，1,107,5kgが漁獲され，各種アユの組成は，人工が 511尾，68.8kg，湖産

が 2,429尾，350.7kg，海産が 4,564尾，688.6kg，下流区では釣 5，網 4隻の標本船により 6月から 10

月の間に 13,642 尾，1,591.9Kg が漁獲され，人工が 584 尾，55.3kg，湖産が 4,087 尾，515.1kg，海産

が 8,973尾，1,021.6kgとそれぞれ推定された。したがって，全調査水域における漁獲尾数と漁獲量の

各種の割合は，5.6，29.4，65.0％と 5.3，29.0，65.8％であった。 

表 1 漁獲アユの種組成 
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表 2 全標本船によるアユ漁獲と各種アユの漁獲組成 

 

 

 次にこの割合と人工および湖産の合計放流尾数から海産アユの推定生息尾数を求めたのが表 3であ

る。放流は，4月上旬から 5月下旬までの間に 15回ほど上流から下流の複数の地点で実施され，放流

量は人工アユ 2,140kg，湖産アユ 14,272kg で，平均体重は 10g として計算し，放流尾数はそれぞれ

214,000 尾と 1,427,000 尾の合計 1,641,000 尾と推定した。したがって，漁期初めの海産アユの生息尾

数は，総放流尾数と漁獲尾数中の放流魚に対する海産アユの比(漁獲尾数中の各種の割合から，放流

魚：海産アユは 35：65)から 3,048,000尾と推定された。 

 吉野川のアユ生息尾数については，1960～1961年 1)と 1977年 2)に調査が行われ，1960年の徳島県

内吉野川本流における 5月下旬のアユ生息数は 4,270,000尾，1961年は 7,771,000尾(放流 310,000尾)，

1977年の放流と天然遡上アユの解禁前生。自尾数は 197～227万尾とそれぞれ推定されている。1960，

1961 年の調査は，潜水および船上からの覗きによる観察により行われている。一方，1977 年の調査

は，1976年の台風 17号の影響を調べたもので，長期にわたる濁水のために水中観察調査ができず，

はみ跡数から推定されている。したがって，1977年の調査は，濁りによるアユ自身への影響と調査自

身の困難さから低い数値が出ているものと考えられる。今回得られた数値において，海産アユが調査

水域全面に分布し，放流アユと混合するのは解禁(6月 1日)頃(今回は海産アユが上流域に達するのは

遅れたと考えられる)と考えられ，放流時と若干のずれがある。したがって，今回求めた海産アユの生

息尾数は，放流アユが放流時から解禁日までほとんど減耗しないことを仮定しており，最近の湖産ア

ユの病気等による弱体化を考えると放流魚の減耗が考えられ，今回得られた数値は，実際より高い数

値になっている可能性がある。 
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表 3 放流尾数および海産アユ推定生息数 

 
3 標本船によるアユの漁獲実態 

材料および方法 

 今年のアユの漁獲動向を把握するため，上流域が釣 5隻，網 5隻，中流域が釣 4隻，網 4隻，下流

域が釣 5隻，網 4隻の標本船から出漁日の操業場所，漁獲尾数，漁獲量等の情報を得た。また，1992

年から 1997 年までのデータについては，過去の標本船日誌のデータを集計した。また，漁獲動向に

影響を及ぼす河川水量を把握するため，建設省徳島工事事務所発表の第十堰地点の水位情報を参考に

した。 

結果および考察 

 今年の吉野川の水量は非常に多く，図 3で見られるように 4月中旬頃から 7月上旬頃まで 200cm近

くになっており(170cm 以上で増水)，この間，海産アユの遡上と解禁後のアユ漁に何らかの影響を与

えたものと考えられる。釣標本船の漁獲実態をまとめたのが表 4である。漁法は，友釣も操業される

が，主としてころがし釣であった。上流域では，今年，5隻の標本船により，延べ 283日の出漁で，

2,384尾，207.3kgのアユが漁獲された。1日 1隻当たり漁獲尾数と漁獲量は，それぞれ 8.4尾と 732.6

ｇであった。中流域では，4隻の標本船により，185日の出漁で，3,417尾，303.8kg漁獲され，1日 1

隻当たり漁獲尾数，漁獲量は 18.5隻と 1,642.2g，下流域では，5隻の標本船により，382日の出漁で，

8,368尾，700.6kg，1日 1隻当たり漁獲尾数，漁獲量はそれぞれ 21.9尾，1,834.1kgであった。次に単

位努力当たりの漁獲量の季節変化を調査水域別に見ていくと，上流域では，6，7月の 1日 1隻当たり

漁獲尾数と漁獲量は，10 尾，1kg 未満で，8 月以降も 10 尾前後，1kg 前後と全漁期間不漁であった。

中流域では，6月下旬を除き，6月から 7月中旬までは 10尾前後，1kg未満で，7月下旬以降は 20尾

前後，2.0kg前後であった。6月下旬に異常に高い値が出ているのは，出水によってアユの分布が一部

の漁場に偏り，1 隻の標本船によって短期間に大量に漁獲されたものと思われる。下流域では，6，7

月に 10尾台，1kg前後，8月に 20尾，2.0kg前後，9月と 10月上旬に 30尾，3.0kg前後，10月中旬

に約 50尾，4.5kgとなり，9月以降他の調査水域に比べて好漁となった。 
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図 3 吉野川第十堰地点の水位(建設省徳島工事事務所発表) 

表 4 釣標本船の漁獲実態 
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表 5 網標本船の漁獲実態 

 

 

 網漁の結果については，表 5に示した。漁期間は 8月から 9月中旬までである。上流域では，5隻

の標本船により，延べ 147日の出漁で，アユ 5,306尾，544.8kg，1日 1隻当たり 36尾，3.7kgが漁獲

された。中流域では，4隻の標本船により，64日で，4,083尾，803.7kg，1日 1隻当たり 64尾，12.6kg，

下流域では，4隻の標本船により，123日で，8,254尾，595.8kg，1日 1隻当たり 67尾，4.8kgがそれ

ぞれ漁獲された。 

 次に図 4と 5に釣標本船の 1日 1隻当たり漁獲尾数と漁獲量，図 6，7に網標本船の同漁獲尾数と

漁獲量の年変化を示した。 

 図 4で，1日 1隻当たり漁獲尾数は 1992年，1993年には 31.2，31.8尾であったものの以降減少し，

1996年から 1998年の最近 3年間は 15.2から 16.7尾と大きく減少している。図 5の 1日 1隻当たり漁

獲量も同様に 1992，1993年の 20.7，20.3kgから最近 3年間は 12.8から 14.3kgに減少している。一方

網漁において，図 7の 1日 1隻当たり漁獲量では年変化が激しく，その傾向がよく分からないが，図

6の同漁獲尾数では，1992年の 97尾，1994，1995年の 74，70尾に対して最近 3年間は 41から 53尾

で減少傾向がはっきり認められる。このように最近 3年間の単位努力当たり漁獲量の減少傾向ははっ

きりしており，吉野川のアユ資源の減少が示された。 
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図 4 釣標本船の 1日 1隻当たり漁獲尾数 

 
図 5 釣標本船の 1日 1隻当たり漁獲量 

 

図 6 網標本船の 1日 1隻当たり漁獲尾数 

 

図 7 網標本船の 1日 1隻当たり漁獲量 


